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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期

第２四半期連結
累計期間

第73期
第２四半期連結
累計期間

第72期

会計期間

自2019年
　３月１日
至2019年
　８月31日

自2020年
　３月１日
至2020年
　８月31日

自2019年
　３月１日
至2020年
　２月29日

売上高 （千円） 4,348,539 2,314,856 8,654,656

経常損失（△） （千円） △273,146 △994,189 △1,333,185

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損失（△）
（千円） △288,448 △1,041,062 △1,512,753

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △311,846 △1,062,610 △1,540,548

純資産額 （千円） 4,064,100 1,772,538 2,835,189

総資産額 （千円） 6,093,242 4,758,620 5,023,264

１株当たり四半期（当期）純損失

（△）
（円） △122.75 △443.01 △643.79

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 66.4 36.9 56.1

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △183,932 △954,904 △506,588

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △43,613 △40,455 △4,672

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △246,233 989,413 △95,081

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 972,355 833,846 839,793

 

回次
第72期

第２四半期連結
会計期間

第73期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自2019年
　６月１日
至2019年
　８月31日

自2020年
　６月１日
至2020年
　８月31日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △146.52 △308.61

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移は記載しておりま

せん。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期

（当期）純損失であるため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社２社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ラピーヌ(E00605)

四半期報告書

 2/20



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 なお、当第２四半期連結累計期間においては新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の拡大により、当社グループ

事業に大きな影響を与えました。今後も引き続き、状況の変化を注視し、対応を行ってまいります。

 

継続企業の前提に関する重要事象等

 当社グループは、第70期（2018年２月期）においては営業利益を計上し、営業活動によるキャッシュ・フローがプ

ラスとなりましたものの、第71期（2019年２月期）においては婦人衣料品の消費が力強さを欠く中、夏場の記録的な

猛暑や集中豪雨、台風、地震などの自然災害多発や、冬場の暖冬傾向などの影響から、売上高が前年同期に比べ

5.2％減少し、営業損失、営業活動によるキャッシュ・フローのマイナスを計上いたしました。

 前連結会計年度（2020年２月期）におきましても、引き続きファッション関連消費全般で消費者の節約意識が根強

い中、消費増税や暖冬、期末直前の新型コロナウイルス感染症拡大防止策による外出自粛等の影響もあり、売上高が

前年同期に比べ7.7％減少し、営業損失、営業活動によるキャッシュ・フローのマイナスを計上いたしました。

 当第２四半期連結累計期間におきましても、新型コロナウイルス感染症拡大による緊急事態宣言の発出を受けた各

商業施設や直営店舗の営業自粛や外出自粛等の影響が大きく、緊急事態宣言の解除後も８月には新型コロナウイルス

感染症の第二波到来というべき状況となり、依然として予断を許さない状況が続いており、売上高が前年同期に比べ

46.8％減少し、営業損失11億28百万円、営業活動によるキャッシュ・フローのマイナス９億54百万円を計上したこと

から、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在していると認識しております。

 しかしながら、「第２ 事業の状況 ２ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(9) 継続企業の前提に関する重要事象等について」に記載のとおり、財務内容の安定化を図り、経営改善に努めてお

り、また、新型コロナウイルス感染症の影響により需要の低迷が一定期間続くことが想定されるものの、当面の資金

繰は確保されており、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと判断しております。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症流行が続き、企業活動や消費者の

行動が大幅に制限される中、景気が急速に悪化いたしました。５月下旬の緊急事態宣言解除後、経済活動の再開か

ら消費回復が期待されたものの、７月から再び新規感染者が増加傾向をたどり、８月には感染拡大第二波ともいう

べき状況がみられるなど、経済活動へのマイナス影響が長期化することが懸念されております。

 当社グループが主力事業とするアパレル業界におきましても、第１四半期連結会計期間中の商業施設や直営店舗

の営業休止や営業時間短縮により個人消費が急激に落ち込み、その後も不要不急の外出が制限されるなど、極めて

厳しい状況が続きました。

 このような状況のもと、当社グループは、中期経営計画「NL2023」に掲げる「ファッションとデジタルで顧客接

点の拡大」をビジョンに、百貨店売場や自社直営店などのリアル店舗とWEBチャネルの両面からお客様との絆を深

め、接点を広げて販売に努めるとともに、感染予防の徹底や製造・仕入の抑制、経費の削減に努めるなど、厳しい

状況に対処してまいりました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 

ａ．財政状態

 当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて２億64百万円減少し、47億58百

万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金の減少１億77百万円があったことによるものです。

 負債合計は、前連結会計年度末に比べて７億98百万円増加し、29億86百万円となりました。これは主に、電子

記録債務・買掛金の減少２億33百万円などがあった反面、短期借入金の増加６億円、長期借入金の増加３億90百

万円があったことによるものです。

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて10億62百万円減少し、17億72百万円となりました。

 なお、当社は2020年５月28日開催の定時株主総会決議により、資本金及び資本準備金の額の減少、剰余金の処

分による欠損填補を行っております。これらの結果を含め、前連結会計年度末に比べて、資本金が９億円減少、

資本剰余金が６億15百万円減少、利益剰余金が４億73百万円増加しております。
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ｂ．経営成績

 衣料品の買い控え傾向が続く中、卸売販路、小売販路ともに売上の低下が大きく、当第２四半期連結累計期間

の売上高は23億14百万円（前年同期比46.8％減）となり、損益面におきましては、販売費及び一般管理費を前年

同期に比べ４億48百万円削減いたしましたものの、売上高の減少に加え、棚卸資産評価損５億26百万円を売上原

価に計上したことから、営業損益は11億28百万円の損失（前年同期は２億99百万円の損失）、経常損益は９億94

百万円の損失（前年同期は２億73百万円の損失）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純損益は10

億41百万円の損失（前年同期は２億88百万円の損失）となりました。

 

 セグメント別の経営成績の概要は次のとおりであります。

＜卸売事業＞

 ブランド毎の損益改善、お得意先・売場毎の損益改善のための取引条件の改善交渉、不採算取引の整理など、

効率を重視した営業活動による収益確保に努めてまいりましたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響に伴う店

舗の臨時休業や営業時間の短縮とともに、外出自粛による消費マインドの低下の影響が大きく、また、不採算取

引の整理に伴う販売高の減少もあり、当事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は12億82百万円（前年同期比

53.3％減）となり、営業損益は９億22百万円の損失（前年同期は２億29百万円の損失）となりました。

＜小売事業＞

 新店舗開発、既存店舗毎の損益改善に努めるとともに、オリジナル新商品開発などにより店頭活性化を図るほ

か、まだ規模は小さいもののEC事業にも注力いたしました。しかし、卸売事業と同様、リアル店舗の休業や来店

客数の減少に伴う店頭販売の落ち込みが大きく、当事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は、10億26百万円

（前年同期比35.6％減）となり、営業損益は１億90百万円の損失（前年同期は53百万円の損失）となりました。

 直営店数につきましては、当第２四半期連結累計期間中に、子会社の株式会社ベルラピカの直営小売店２店を

出店、不採算店３店を退店し、同期間末の運営店舗数は当社グループ合計で54店となりました。

＜福祉事業＞

 当社グループの社会福祉への取組みとして、障害者総合支援法に基づく「障害者福祉サービス事業」と農地法

に基づく農業委員会の許可を受けた「野菜の生産及び販売事業」を両立させる事業を行う会社として2012年にラ

ピーヌ夢ファーム株式会社を設立し事業を開始して９年目となります。事業規模としては、連結売上高に占める

割合は小さいものの、水耕栽培に加えて土耕栽培にも注力し、採算性改善に努めております。

 当事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は６百万円（前年同期比1.5％減）となり、営業損益は15百万円

の損失（前年同期は16百万円の損失）となりました。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少２億33百万円があ

り、また税金等調整前四半期純損失が10億35百万円となり、９億54百万円の支出（前年同期は１億83百万円の支

出）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、差入保証金の純減少額29百万円があ

りましたが、有形固定資産の取得による支出62百万円などにより、40百万円の支出（前年同期は43百万円の支出）

となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済１億79百万円があ

りましたが、長期借入金の借入れ５億70百万円、短期借入金純増加額６億円などにより、９億89百万円の収入（前

年同期は２億46百万円の支出）となりました。

 この結果、現金及び現金同等物の当四半期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末に比べて５百万円減少し

て、８億33百万円となりました。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

 該当事項はありません。
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(6) 生産、受注及び販売の実績

 当第２四半期連結累計期間において、新型コロナウイルス感染症の影響により、販売実績が著しく減少しており

ます。当該販売実績につきましては、上記「(1) 財政状態及び経営成績の状況」に記載のとおりであります。

 

(7) 経営成績に重要な影響を与える要因

 当社グループは、消費動向の変化、気象状況や自然災害、感染症の拡大等のリスク項目をはじめとする、様々な

リスクが当社グループの経営成績に重要な影響を与える可能性があると認識しております。当社グループでは、消

費動向に留意しつつ、魅力的な製品の提供に努め、外部や事業環境の変化にすばやく対応するための情報収集、人

材育成や組織体制の整備、内部統制強化等により、経営成績に影響を与える可能性のあるリスクの回避及び発生を

抑え、適切な対応に努めてまいります。

 

(8) 資金の財源及び資金の流動性についての分析

 当社グループの事業活動における必要資金は、当社グループ製品の製造に係る原材料費等の費用や販売費及び一

般管理費等の運転資金、直営店舗及び百貨店売場等の開設及びリニューアルに係る投資資金が主なものでありま

す。

 運転資金及び投資資金の調達につきましては、短期運転資金は自己資金及び金融機関からの短期借入を基本とし

ており、設備投資や長期運転資金の調達につきましては、金融機関からの長期借入を基本としております。これら

により、資金の流動性は十分に確保されているものと判断しております。

 また、当第２四半期連結会計期間末における有利子負債の残高は16億48百万円となっております。

 

(9) 継続企業の前提に関する重要事象等について

 当社グループは、「第２　事業の状況　１　事業等のリスク」に記載のとおり、継続企業の前提に関する重要な

疑義を生じさせるような事象又は状況が存在していることを認識しております。

 しかしながら、当該事象又は状況を解消するため、当社グループでは取引金融機関や取引先への支払猶予の依

頼、政府による緊急経済対策に基づく各種税金及び社会保険料の納付猶予制度の利用、雇用調整助成金をはじめと

する各種助成金の利用、役員報酬をはじめとする経費削減に取り組み、財務状況の安定化を図っております。

 さらに、企業再生手腕に定評のある佐々木ベジ氏を迎え、経営改善に取り組んでまいります。当社取締役会は

佐々木ベジ氏に、責任ある立場で当社再建の陣頭指揮を執るように要請し、佐々木ベジ氏は2020年９月７日付で当

社代表取締役会長に就任いたしました。佐々木ベジ氏本人は、金融機関ほか取引先との折衝に臨み、当社再建に尽

力する意向であります。以上により、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと判断しており

ます。

 

３【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,980,000

計 7,980,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年10月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,567,064 2,567,064
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 2,567,064 2,567,064 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2020年７月31日

（注）
－ 2,567 △900,000 100,000 △225,000 25,000

（注） 会社法第447条第１項の規定に基づき、資本金の額を900,000千円減少し、その全額をその他資本剰余金に振

り替え、会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金の額を225,000千円減少し、その全額をその他資

本剰余金に振り替えたものであります。

 

（５）【大株主の状況】

  2020年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

フリージア・マクロス株式会社 東京都千代田区神田東松下町17番地 836 35.53

ラピーヌ取引先持株会 大阪市中央区大手前一丁目７番31号 134 5.70

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 125 5.34

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 100 4.25

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 100 4.25

ラピーヌ社員持株会 大阪市中央区大手前一丁目７番31号 90 3.83

株式会社テーオーシー 東京都品川区西五反田七丁目22番17号 69 2.94

住友生命保険相互会社 東京都中央区築地七丁目18番24号 52 2.21

酒井　衛 兵庫県丹波篠山市 20 0.87

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町一丁目５番５号 17 0.74

計 － 1,545 65.71
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 214,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,334,500 23,345 －

単元未満株式 普通株式 17,864 － －

発行済株式総数  2,567,064 － －

総株主の議決権  － 23,345 －

　（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式38株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ラピーヌ

大阪市中央区大手前一

丁目７番31号
214,700 － 214,700 8.36

計 － 214,700 － 214,700 8.36

 

２【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 

 役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

代表取締役相談役 取締役 佐々木　ベジ 2020年８月６日

 

なお、当四半期累計期間後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は次のとおりであります。

役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

代表取締役会長 代表取締役相談役 佐々木　ベジ 2020年９月７日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年６月１日から2020

年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年３月１日から2020年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、ひびき監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 839,793 833,846

受取手形及び売掛金 801,187 623,890

商品及び製品 1,005,246 1,023,018

仕掛品 202,965 146,492

原材料及び貯蔵品 18,083 18,385

その他 198,267 197,513

貸倒引当金 △3,443 △3,483

流動資産合計 3,062,100 2,839,664

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 62,305 78,030

機械装置及び運搬具（純額） 126 62

土地 941,058 941,058

その他（純額） 50,070 42,072

有形固定資産合計 1,053,560 1,061,224

無形固定資産   

その他 4,911 －

無形固定資産合計 4,911 －

投資その他の資産   

投資有価証券 226,851 211,097

差入保証金 643,519 617,639

その他 38,468 35,171

貸倒引当金 △6,147 △6,177

投資その他の資産合計 902,691 857,732

固定資産合計 1,961,164 1,918,956

資産合計 5,023,264 4,758,620
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年８月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 415,120 312,967

電子記録債務 275,420 143,930

短期借入金 － ※１ 600,000

1年内返済予定の長期借入金 ※２ 366,944 ※２ 300,270

未払金 405,438 483,975

未払費用 19,485 34,088

未払法人税等 31,549 9,032

返品調整引当金 28,600 30,700

ポイント引当金 45,401 41,192

資産除去債務 1,616 2,940

その他 95,982 76,837

流動負債合計 1,685,557 2,035,934

固定負債   

長期借入金 ※２ 282,718 740,086

退職給付に係る負債 39,035 34,121

資産除去債務 143,525 137,989

その他 37,237 37,950

固定負債合計 502,516 950,147

負債合計 2,188,074 2,986,082

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000,000 100,000

資本剰余金 3,534,274 2,918,817

利益剰余金 △1,510,608 △1,037,293

自己株式 △264,698 △261,214

株主資本合計 2,758,967 1,720,309

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 32,639 18,655

繰延ヘッジ損益 △76 △412

退職給付に係る調整累計額 24,345 17,117

その他の包括利益累計額合計 56,908 35,360

新株予約権 19,314 16,868

純資産合計 2,835,189 1,772,538

負債純資産合計 5,023,264 4,758,620
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年３月１日
　至　2019年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年８月31日)

売上高 4,348,539 2,314,856

売上原価 2,427,532 1,671,497

売上総利益 1,921,007 643,359

販売費及び一般管理費 ※ 2,220,404 ※ 1,771,934

営業損失（△） △299,397 △1,128,574

営業外収益   

受取利息 2,540 20

受取配当金 4,226 4,637

投資有価証券評価益 5,550 －

助成金収入 10,540 126,010

生命保険配当金 7,160 6,766

その他 4,481 4,251

営業外収益合計 34,499 141,686

営業外費用   

支払利息 2,299 5,944

支払手数料 2,558 502

為替差損 2,529 308

その他 862 546

営業外費用合計 8,249 7,301

経常損失（△） △273,146 △994,189

特別損失   

固定資産除売却損 5,450 1,501

減損損失 1,663 34,998

事業所閉鎖損失 1,985 1,606

投資有価証券評価損 － 3,161

特別損失合計 9,099 41,267

税金等調整前四半期純損失（△） △282,246 △1,035,457

法人税、住民税及び事業税 6,257 6,622

法人税等調整額 △54 △1,017

法人税等合計 6,202 5,605

四半期純損失（△） △288,448 △1,041,062

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △288,448 △1,041,062
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年３月１日
 至　2019年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
 至　2020年８月31日)

四半期純損失（△） △288,448 △1,041,062

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △16,855 △13,983

繰延ヘッジ損益 △1,474 △335

退職給付に係る調整額 △5,068 △7,228

その他の包括利益合計 △23,397 △21,547

四半期包括利益 △311,846 △1,062,610

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △311,846 △1,062,610

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年３月１日
　至　2019年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △282,246 △1,035,457

減価償却費 17,967 15,752

減損損失 1,663 34,998

固定資産除売却損益（△は益） 5,450 1,501

事業所閉鎖損失 1,985 1,606

投資有価証券評価損益（△は益） △5,550 3,161

貸倒引当金の増減額（△は減少） 138 70

返品調整引当金の増減額（△は減少） 1,200 2,100

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △24,855 △14,209

ポイント引当金の増減額（△は減少） 1,135 △4,208

受取利息及び受取配当金 △6,767 △4,658

支払利息 2,299 5,944

助成金収入 △10,540 △126,010

生命保険配当金 △7,160 △6,766

売上債権の増減額（△は増加） 44,601 177,296

たな卸資産の増減額（△は増加） 75,872 38,399

仕入債務の増減額（△は減少） △86,071 △233,642

未払消費税等の増減額（△は減少） 35,918 13,523

その他 43,897 109,424

小計 △191,061 △1,021,174

利息及び配当金の受取額 6,767 4,658

利息の支払額 △2,508 △5,983

助成金の受取額 10,220 79,868

生命保険配当金の受取額 7,160 6,766

退職加算金の支払額 － △6,625

法人税等の支払額 △14,510 △12,414

営業活動によるキャッシュ・フロー △183,932 △954,904

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △45,588 △62,198

無形固定資産の取得による支出 △997 －

投資有価証券の取得による支出 △2,832 △1,391

差入保証金の増減額（△は増加） 10,003 29,984

その他 △4,198 △6,850

投資活動によるキャッシュ・フロー △43,613 △40,455

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 600,000

長期借入れによる収入 － 570,000

長期借入金の返済による支出 △208,396 △179,306

自己株式の取得による支出 △116 △43

配当金の支払額 △34,464 △73

その他 △3,256 △1,163

財務活動によるキャッシュ・フロー △246,233 989,413

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △473,779 △5,947

現金及び現金同等物の期首残高 1,446,135 839,793

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 972,355 ※ 833,846
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【注記事項】

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う店舗の臨時休業等により、足元の業績に売上高減少等の影響が生じ

ております。

当社グループにおいては、新型コロナウイルス感染症の影響の不確実性を考慮し、当連結会計年度末に向けて

新型コロナウイルス感染症の影響は一定程度残るものと仮定して、将来キャッシュ・フローの見積りを行ってお

ります。

この結果、回収可能額が見込めない有形固定資産34,998千円について、減損損失を計上しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　当座貸越契約

当社は、資金需要に対する機動性と安全性の確保及び資金効率向上を図ることを目的に、取引銀行と当座貸越契約を締

結しております。

 
前連結会計年度
(2020年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年８月31日)

当座貸越極度額の総額 400,000千円 600,000千円

借入実行残高 － 600,000

差引額 400,000 －

 

※２　財務制限条項

借入金の一部について、以下の財務制限条項が付されております。これらの財務制限条項に抵触した場合には、多数貸

付人の請求に基づき、期限の利益を喪失することになります。

なお、2020年２月28日付で財務制限条項の一部を変更する契約を締結しております。

2018年３月28日締結のシンジケートローン契約

（前連結会計年度末残高　長期借入金58,326千円　１年内返済予定の長期借入金233,336千円

当第２四半期連結会計期間末残高　１年内返済予定の長期借入金174,994千円）

①2021年２月に終了する決算期以降の各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表における純資産の部の金額

が、2020年２月期末における連結の貸借対照表における純資産の部の金額の75％の金額以上であること。

②2021年２月に終了する決算期以降の各年度の決算期に係る連結の損益計算書上の当期純利益が、損失とならない

こと。

③2021年２月に終了する決算期以降の各年度の決算期の末日における単体の貸借対照表における純資産の部の金額

が、2020年２月期末における単体の貸借対照表における純資産の部の金額の75％の金額以上であること。

④2021年２月に終了する決算期以降の各年度の決算期に係る単体の損益計算書上の当期純利益が、損失とならない

こと。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費の主なもの

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2019年３月１日
　　至 2019年８月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2020年３月１日
　　至 2020年８月31日）

給料手当 1,232,158千円 987,437千円

退職給付費用 10,186千円 6,438千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 

前第２四半期連結累計期間

（自　2019年３月１日

至　2019年８月31日）

当第２四半期連結累計期間

（自　2020年３月１日

至　2020年８月31日）

現金及び預金勘定 972,355千円 833,846千円

現金及び現金同等物 972,355千円 833,846千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年３月１日　至　2019年８月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月30日

定時株主総会
普通株式 35,249 15.00  2019年２月28日  2019年５月31日 資本剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は2019年５月30日開催の定時株主総会決議により、資本金の額の減少、剰余金の処分による欠損

補填及び資本剰余金を原資とする期末配当を行い、また2019年７月９日開催の取締役会決議により、自

己株式200,000株の消却を行っております。

これらの結果を含め、当第２四半期連結累計期間において、資本金が3,354,021千円減少、資本剰余

金が2,228,091千円増加、利益剰余金が558,750千円増加、自己株式が243,365千円減少し、当第２四半

期連結会計期間末において、資本金が1,000,000千円、資本剰余金が3,534,274千円、利益剰余金が△

286,303千円、自己株式が△264,489千円となっております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年３月１日　至　2020年８月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2020年５月28日開催の第72回定時株主総会の決議に基づき、資本金の額の減少及び資本準備

金の額の減少、剰余金の処分を行いました。

これらの結果を含め、当第２四半期連結累計期間において、資本金が900,000千円減少、資本剰余金

が615,456千円減少、利益剰余金が473,314千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において、資本金

が100,000千円、資本剰余金が2,918,817千円、利益剰余金が△1,037,293千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年３月１日　至　2019年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) 卸売事業 小売事業 福祉事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 2,747,955 1,594,082 6,502 4,348,539 － 4,348,539

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 2,747,955 1,594,082 6,502 4,348,539 － 4,348,539

セグメント損失（△） △229,328 △53,670 △16,397 △299,397 － △299,397

（注）　セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

重要性が乏しいため記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年３月１日　至　2020年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) 卸売事業 小売事業 福祉事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 1,282,223 1,026,230 6,403 2,314,856 － 2,314,856

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 1,282,223 1,026,230 6,403 2,314,856 － 2,314,856

セグメント損失（△） △922,709 △190,436 △15,428 △1,128,574 － △1,128,574

（注）　セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

（単位：千円）

 
報告セグメント 調整額

(注)
合計額

卸売事業 小売事業 福祉事業 計

減損損失 11,017 2,669 － 13,686 21,311 34,998

（注）　調整額の金額は、すべて共用資産に係る金額であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年３月１日
至　2019年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年３月１日
至　2020年８月31日）

１株当たり四半期純損失（△） △122円75銭 △443円01銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）
△288,448 △1,041,062

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純損失（△）（千円）
△288,448 △1,041,062

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,349 2,349

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

－ －

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失で

あるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 2020年10月12日
 

株式会社ラピーヌ
 

 取締役会　御中

 

 ひびき監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 渡部　靖彦　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　勝幸　　印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ラピー

ヌの2020年３月１日から2021年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年６月１日から2020年８月

31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年３月１日から2020年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ラピーヌ及び連結子会社の2020年８月31日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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